
（別紙２）

　　　
都道府県名 無
市区町村名 0台
運営主体 ）

学級・講座 197人 貸館、サークル活動 10229人 講演会、展示会等 2621人 計
その他 0人 （ ） 13047人
専任 1人 兼任 0人 非常勤 2人 計
ボランティア協力者 0人 （ 0人 ） 3人

予算 市区町村予算 ）
公民館運営審議会 あり ）

その他　  　（ ）

その他　　　（ ）
自由記述　　（ ）

OPEN 
T E L 

様式３-１

　公民館の取組概要・経過

　取組による成果や効果、大切にしていること

愛媛県 公民館対象人口 7790人 インターネット接続環境
宇和島市 建物設置年月日 令和元年11月5日 来館者利用可能ＰＣ台数
市町村教育委員会 指定管理者　　（ ）　　その他（

職員のうち社会教育主事有資格者の数
委託金  自治組織等予算 寄付等 その他　（

なし その他　　　　　　（
子どもの体験活動 子ども食堂 地域学校協働活動 コミュニティ・スクール

若者のまちづくり参画 自主夜間中学 障害者の学び支援 日本語を母語としない住民の
学び支援

健康づくり 高齢者の学び支援 子育て支援 家庭教育支援

防災 地域資源を活用した
まちづくり ボランティア養成 SNS等オンライン活用

不定期(主に夏休み)で子ども教室開催
複合施設 図書館 学校 生涯学習センター

R1に住民の意見を取り入れた公民館が完成し、新しい校区の拠点となった
大学 高校 小中学校 NPO
企業 各種団体 行政機関 その他

宇和島市和霊公民館
   8:30～22:00
  (0895)22-0416

上記の取組を通じて、以下の成果を生み出すことができた。
●地区防災計画事業の最初に一般住民の勉強会を実施し、
従来の講座では異例の約100名が参加、関心の高さが伺え
た。
●住民の防災意識の向上と同時に異世代の交流が生まれた。
●改めてコミュニティのあり方を考えるきっかけとなった。
●和霊校区防災士連絡協議会発足
　＃和霊校区地区防災計画　＃まずやってみよう！　

来館者数

職員数

公民館が実施してい
る、もしくは、関わって
いる取組・事業の分

類

施設の特徴、魅力

各種事業等で
連携・協働して

いる団体等
（団体名記述）

和霊校区連合自治会、和霊地区地域づくり協議会、和霊地区社協、和霊校区連合愛護会、宇和島市
食生活推進協議会和霊支部、和霊小学校、城北中学校、宇和島市教育委員会、宇和島市危機管理
課

　写真貼り付け部分　
　　●縦型１枚（セルA2∼G25の範囲）

　　　　もしくは

　　●横型2枚（参考に縦半分のところに点線を入れているが、
　　　　　　　　　　セルA2∼G25範囲に収まるのであれば、2枚の写
　　　　　　　　　　真サイズ大小は問わない。）

きっかけ
●南海トラフ大地震の発生が危惧されているなか、地区によって
防災の取り組みにばらつきがあり、校区全体での取組の必要性
を感じていた。
●防災士の活躍の場がなかった。

取　組
●H27から市、消防署等と連携し、校区全体の防災研修会を
実施→昨年度、宇和島市で地区防災計画のモデル地区に指
定され、自治会、防災士連絡協議会、公民館が中心となり小
中学校も巻き込んで、年間計画素案の作成に取り組む。(R1)
●校区在住の防災士全員に研修会への参加を呼びかけ防災
士同士や地元団体との繋がりづくりに努める→地区防災計画
事業の実施に合わせて「和霊校区防災士連絡協議会」発足。

         まずやってみよう！～住民が主役～ 宇和島市立和霊公民館


